
 

 
 
 
 
 
 

 

県教育委員会では道徳教育の充実を目指し、市町教育委員会との連携・協力の下、県内の学校に道徳

教育応援チームを派遣しています。道徳科における教科化の趣旨を踏まえた授業改善等に向け、教師の

指導力の向上を図り、児童生徒の発達の段階に応じた道徳性の確かな育成を目指す事業です。 

今年度、河内教育事務所管内では、宇都宮市立平石北小学校と宇都宮市立陽西中学校からの要請を受

け本事業を実施しています。１年間に５回程度、県義務教育課、河内教育事務所、宇都宮市教育委員会

の指導主事３名のチームで学校を訪問し、外部講師による講話や模範授業、研究授業、授業研究会など

を行っています。今回は、各学校での取組の一部をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領の全面実施から、小学校で５年、中学校で４年が経過し、各学校では授業改善に向け

た不断の取組がなされているところです。そのような中、国では、「今後の教育課程、学習指導及び

学習評価等の在り方に関する有識者検討会」が設置され、現行の学習指導要領の実施状況等を踏まえ

ながら、今後の学校教育の在り方について検討が進められています。 

その有識者検討会から、９月に「論点整理」が公表されました。本論点整理では、今後の教育課程

の編成・実施等に関して、今後検討を深めるべき具体的な論点等が様々な視点から示されています。 

そこで今回は、本論点整理から、ほんの僅かではありますが抜粋し、学校教育の改善に向け、現在、

どのような議論がなされているのか、その一部をお伝えいたします。 

 

現行学習指導要領の実施上の課題（指摘されている課題） 

・学習指導要領における記載にわかりにくい側面があることが趣旨の浸透の妨げになっているの

ではないか。（例：曖昧な用語、多義的な用語、誤解を招く用語） 

・教師の多忙化や教師不足等が学習指導要領の趣旨実現を妨げている側面があるとともに、教育課

程の実施に伴う負担感が大きいのではないか。 

 

学習指導要領における資質・能力の枠組み 

◯「知識及び技能」については、個別的知識及び技能と概念的知識・方略の関係性をより整理すべ

き。また、「学びに向かう力、人間性等」については「今の学びに向かう力なのか、その先の学び

に向かう力なのか」といった視点や、さらには「学び自体に向かう力なのか、学びの先に社会に

向かう力なのか」といった視点から多義的な解釈がなされており、更に整理すべき。 

 

学習評価の現状と育成すべき資質・能力を踏まえた今後の対応（現状） 

◯「主体的に学習に取り組む態度」の観点については、「主体性」の意味が具体的に整理されてい

ないこともあり、依然としてノート提出の頻度などの「勤勉さ」の評価に留まっている学校もあ

る。 

◯毎回の授業で３観点全てを見取らないといけないといった誤解により、評価材料を集めることの

みを目的に毎時間振り返りを書かせるなど、評価のための指導に追われるいわゆる「指導の評価

化」の状況が生まれるなど、教師・子供にとって息苦しくなっている場合もある。 

◯見取り・形成的評価・総括的評価が区別されず、学習評価の全てが総括的評価（評定の対象）と

して行われることにより、評価の結果が学習の改善に結び付きにくいという課題も指摘されてい

る。 

 

ご存知の通り、「主体的に学習に取り組む態度」においては、粘り強い取組を行おうとする側面と

ともに、自らの学習を調整しようとする側面、いわゆる「自己調整」が重視されています。論点整理

を通して、今後の教育課程や学習指導、学習評価など、これからの教育の方向性を視座高く俯瞰的に

捉えることは、自身の教育実践を見直し、改善する、まさに「自己調整」に大いに役立つのではない

でしょうか。ぜひ、気になったキーワードやフレーズを入り口にして、論点整理のページをめくって

いただければと思います。 

なお、本論点整理は、以下の URL から全文をご覧いただけます。また、これまでの検討会におい

て関係識者から発表された貴重な資料や、実際に交わされた議論の内容も議事録として

見ることができますので、ぜひご覧ください。 

 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/184/index.html 

 

～  すべては学校のため すべては子どもたちのため  ～ 

栃 木 県 教 育 委 員 会 事 務 局 
河 内 教 育 事 務 所 
令 和 ６ 年 1 1 月 2 6 日 
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宇都宮市立平石北小学校  

宇都宮市立陽西中学校 

■研究主題■ 

自分の考えをもち、ともに学び合う児童の育成 

～対話的活動を効果的に取り入れた道徳の授業を通して～

研究授業では、発問の工夫をした

り、「役割演技」を取り入れたりするこ

とで、道徳的価値に対する考えを深

められるよう工夫していました。 

■研究主題■ 

感謝と思いやりの心をもち、謙虚に学ぶ広い心をもつ生徒を育てる 

とともに、生命の尊さを知り、自他の生命を尊重する心の育成 

授業研究会では、授業のねらい

や中心発問、考えを広げたり深めた

りするための手立てなどについて

活発な議論が行われていました。 

白鷗大学の中山和彦先生には、２回来

校していただき、講話と模範授業を実施し

ていただきました。子供の問いを生かした

授業の展開などについて学びました。 

千葉県富津市立吉野小学校長の三浦

貴子先生に講話と模範授業を実施してい

ただきました。道徳の授業づくりのポイン

トや先生の実践紹介など、今後の授業に

取り入れたい内容が盛りだくさんでした。 

全学年でローテーション道徳の

授業を公開していただきました。

先生方の強みを生かし、教材の工

夫や ICT の活用、対話を重視した

授業づくりに取り組んでいました。 

授業研究会では、各学年で行っ

たアンケートの分析から、生徒の現

状を把握し、教職員の意識や課題

などを共有しました。その上で授業

力向上に向け取り組んでいました。 

令和６（2024）年度道徳教育応援チーム派遣事業 

今後の教育の方向性を読む 

教職員一人一人の誇りと品格は 教育への信頼を確たるものにする 


